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1 問題

ある事象の発生する確率が 0.3で、この事象を用いてベルヌイ試行を行うとき、チェビシェフの不等式を用いて
以下に答えよ。

(1)1000回試行したとき、事象が発生した回数が区間 (300− k, 300 + k)内にある確率を 0.95以上にするような最
小の自然数 kの値を求めよ。

(2)事象の発生する割合が区間 (0.2 , 0.4)内にある確率を 0.95以上にするためには、試行回数を何回以上にしな
ければならないか求めよ。

2 解答

2.1 (1)自然数 kを求めよ。

チェビシェフの不等式は

P (|X − µ| < ϵ) ≥ 1 − σ2

ϵ2
　

を利用して解くと、

µ = E[X] = np = 1000 · 0.3 = 300　

σ2 = E[(X − E[X]2] = np(1 − p) = 300(1 − 0.3) = 210

これをチェビシェフの不等式に代入し、さらにその値が 0.95以上にするので、

P (|X − 300| < k) ≥ 1 − 210
k2

≥ 0.95　

よって、1 − 210
k2 ≥ 0.95を解けばよい

1 − 210
k2

≥ 0.95

k2 ≥ 4200

k > 0より　　　　　 k ≥ 64.807

したがって、kは自然数より

...　 k = 65
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2.2 (2)試行回数を何回以上にしなければならないか求めよ。

試行回数を n回とする。

P (|X
n

− p| < ϵ) ≥ 1 − p(1 − p)
nϵ2

　 (1)

を利用して解くと、

E[
X

n
] = p = 0.3

E[(
X

n
− E[

X

n
])2] =

p(1 − p)
n

=
0.21
n

これを (1)に代入し、さらにその値が 0.95以上にするので、

1 − 0.21
n

1
(0.1)2

≥ 0.95

n ≥ 20 × 21

≥ 420

したがって、試行回数を４２０回以上しなければならない。
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